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研究の目的
糯性大麦は，血中コレステロール正常化や食後血糖値上昇抑制などの機能性をもつ成分

であるβ－グルカンを多く含んでいます。近年は，この機能性が注目され，糯性大麦の需

要が増えているため，実需者からは糯性大麦の増産が望まれていました。

そのため，大麦の主産県である本県では，栽培特性や精麦品質が優れる糯性大麦の品種

選定を行ってきました。

研究成果
「ホワイトファイバー」の出穂期及び成熟期は，ほぼ「シュンライ」と同程度で，本県

での早晩性は早生になります。収量性は「シュンライ」より多収で，容積重も同程度です

が，千粒重がやや小さい特性があります（表１）。

「ホワイトファイバー」は，大麦の加工適性を判断する項目である硝子率が「シュンラ

イ」より低く，精麦白度は「シュンライ」より高いため，精麦品質が優れています。また，

糯性の「ホワイトファイバー」は，粳性の「シュンライ」よりβ－グルカン含有率が高い

特徴があります（図１）。

以上のことから，「ホワイトファイバー」は，栽培特性や精麦適性が優れ，実需者ニーズ

に応えることができる品種であると評価し，新たに奨励品種に指定しました。

表１ 特性一覧

図１ 精麦品質

利活用の留意点等
栽培にあたっては，赤かび病抵抗性が「シュンライ」と同じ”やや弱”なので，適期の

防除を行って下さい。また，穂発芽性が”中”なので，刈り遅れによる品質低下を避ける

ため，適期収穫に努めて下さい。

より詳しい内容は「普及に移す技術」第９２号（平成２９年発行）

「糯性で精麦白度が高い六条大麦奨励品種「ホワイトファイバ

ー」」 をご覧ください。

http://www.pref .miyagi. jp/soshiki/res_center/hukyuu-index.html

調査年次

品種名 ホワイトファイバー シュンライ

出穂期 4月29日 4月27日

成熟期 6月11日 6月11日

子実重　(kg/a) 53.4 49.6

子実重対比　(％) 108 100

容積重　(g/l) 663 670

千粒重　(g) 35.8 38.3

耐倒伏性 やや強 強

穂発芽性 中 易

赤かび病抵抗性 やや弱 やや弱

注）子実重等は2.3mm篩で調製し，水分13.0％で換算
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注）硝子率・精麦白度は平成24～27年の平均値
β－グルカン含有率は平成27～28年の平均値
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